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　今回の研修は，アメリカ，カリフォルニア州サン
ノゼ近郊ミルピタス市にあるvarian研修センター
において行われました．参加目的は導入予定の放射
線治療装置（以後リニアック）のオペレーション練
習と，リニアックの構造及び原理の再確認でありま
した．目的から予想すると非常に硬い研修になると
思っていたのですが，そこはアメリカ，レクチャー
及びラボ（実習室）にての研修はとてもリラックス
した雰囲気の中で行われ，英語での研修ということ
を忘れさせるぐらいで，日本の学校の授業も詰め込
み主義を改めて，このような環境で行えば様々な問
題は起こらないのではなどと強く思いました．研修
センターにはラボにリニアックが3台，その関連装
置が多数あり，また，普段はカバーに覆われて見る
ことのできない部分も解放されており，講義の内容
と対比して見たり操作したりと非常によい環境でし
た．
　現在，新宿の病院には他社のリニアックが設置さ
れておりますが，それと比較しながら講義を聴いて
いましたが，率直に言えば「細かい部分まで良く考
えて作ってあるな．」と言うのが感想でした．リニ
アックはメーカーが違っていても装置の構造はそれ
ほど違いはないのですが，安全性と正確性と言う観
点から見ると，かなりの違いがあり考えさせられま
した．また，新技術と言うものに絶えず意識をして
いないといけないと思いました．
　少し余談になりますが，今回の研修にて，アメリ
カの資格主義の徹底したところが見られました．そ
れは，ラボにて実習中にリニアックがインターロッ
クで停止してしまいました．すると教官はソフト的
に解除する努力はするのですが，それがだめだとす
ぐにサービスに連絡を取っていました．私がちょっ
と装置の裏に回って見ると，ヒューズが1本切れて
いるだけでそれを取り替えると復帰しました．参加
していた人たちから賞賛される言葉がでて，アメリ
カの人たちは自分の資格における仕事の範囲を制限
してしまい，それ以外には絶対に手を出さないと言
うことを改めて認識しました．聞いてはいたものの
私たち日本の技師では考えられない行動で少しビッ
クリしました．このての研修も半ばになると，疲れ
が見えてきてあまり身が入らなくなるのですが，そ
こはアメリカ，研修生を2グループに分けて，記憶
すべきインターロックの項目をゲーム感覚で，憶え
させると言うやり方で頭をリフレッシュさせてくれ
ました．教官は，元小錦に迫るような体格の年輩の
ご婦人でvarian社の中でもかなり有名な方でした．
この教官の講義は硬い内容なのですが，非常に話の
中に人を引きつける事が上手な方で，研修生の中で
もとても評判になっていました．研修の終盤には工
場に行き装置の組立から検査に至るまでを見学しま
した．自動車の事を考えるとアメリカ製品はいい加
減に作っているのではないかと，あまり良くない偏
見を持っていましたが，それは自分の間違いである
ことがわかりました．作業工程においてコンピュー
タ化（工場はコンピュータの中心地シリコンバレー
の真っ直中）されているところが多いのですが，装
置の心臓部に当たる部品は手作業で行われており，
非常に緻密な作業をきちんと行っており感d・してし
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まいました．また，作業工程最終の各種性能チェッ
クでは多くの項目について検査しているのを見て，
改めて安全管理の重要性を感じました．
　研修を終えた今思うに，初日こそ時差ボケで頭が
半分眠っていましたが，学んだことまた，体験した
ことを自分なりに整理し，これからの業務に役立て
て行こうと思います．今回の研修会は，私にとって
非常に有意義なものであったことは言うまでのこと
はありません．
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